
新型コロナウイルス感染症に関する組合員活動ガイドライン 

2023-5-8改定  

生活協同組合コープしが 

 

１．はじめに 

このガイドラインは、新型コロナウイルス感染症の感染法上の位置付け変更後において、

行政の方針を参考にして感染対策をしつつ、コロナ禍以前にも増して安全にかつ楽しく組

合員の活動がすすめられることを目的としています。 

 

２．組合員活動の範囲 

組織活動（コープしが主催の活動）／エリア協議会／地域委員会／組合員活動委員会／

産直・商品普及委員会／商品開発検討委員会／ふくしのなかま／チーム活動／ひろば活動

／コープ倶楽部／ささえあい活動／託児協力員 

 

３．感染警戒レベルに対する考え方について 

 １）今後、警戒レベルにより、このガイドラインを見直すことがあります。 

 

４．組合員の活動全般における基本的な感染対策について 

１）参加者各自において、活動当日の健康状態のチェックをしましょう。 

発熱、倦怠感、咳、頭痛など体調不良の場合は活動に参加しないようにしてください。 

 

 ２）マスクの着用は個人の判断に委ねます。 

 

３）有効とされる基本的感染対策をしましょう。 

 ①手洗い等の手指衛生につとめましょう。 

 ②適時、換気をおこないましょう。 

 ③「三つの密」の回避するため、人と人との距離を確保しましょう。 

  

４）参加人数の上限は使用する会場の収容人数までにしてください。 

  ・使用する会場のルールもあわせて確認し、それに従うようにしてください。 

 

５．個別の活動に関する感染防止対策について（個別対策） 

 １）食品の調理や飲食を伴う活動について 

  ①試食商品の提供方法は、大皿盛りでのセルフ方式ではなく、有人対応もしくは個別に

盛って提供をするようにします。 

②調理や試食による学習を行う場合は、手指消毒を徹底し、マスク・エプロン・三角巾・ 

   手袋を着用します。 

 

２）託児について 

①外部の託児事業者による託児は、各事業者で策定されている感染防止策を確実に実施

することを前提とします。 

②「託児協力員」の活動による託児は、これまでから実施している「託児研修会」におい

て、託児の子どもさんとともに協力員自身の安全と健康を守るため、感染症対策の知

識を学んでいただくことをもって随時活動を実施します。 

  

 

 

以 上 

 

 

 



【参考：内閣官房ＨＰより】 

 

 

 

 
 

 

 

 

 


